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宮城県特別支援教育研究会 言語障害教育専門部

総 会令和４年度

次 第

１ 開 会

令和３年度 部長２ 開会のあいさつ

仙台市立木町通小学校 校長 原 新太郎

３ 報告及び協議

令和３年度 事業報告（１）

令和３年度 会計決算報告（２）

令和３年度 会計監査報告（３）

役員改選（４）

令和４年度 事業計画（案）（５）

令和４年度 会計予算（案）（６）

言語障害教育専門部 規定（案）（７）

その他（８）

令和３年度 副部長４ 閉会のあいさつ

大崎市立沼部小学校 校長 吉田 浩之髙橋 一州 大崎市立沼部小学校長

役 員 会第１回

１ 自己紹介

２ 今年度の組織について

３ 各部の活動

研究部 啓発部 調査部

４ 質疑 その他

地区別協議会
１ 自己紹介

２ 今年度の活動内容・研修計画

３ 宮特研夏季研修会について

４ 事務局への要望（研究協議会に向けて）

５ 情報交換

６ その他





     

令和４年度 専門部役員（案） 

                             宮 城 県 特 別 支 援 教 育 研 究 会 

                                言 語 障 害 教 育 専 門 部 

 

 役 職 所  属  等 氏 名(敬称略) 所属 

部 長 仙台市立木町通小学校長   原 新太郎  

 副部長 大崎市立沼部小学校長  吉田 浩之   

 監  事 仙台市立黒松小学校長   髙  美奈子  

 監  事 宮城教育大学 名誉教授    藤島  省太  

  幹 事（大河原） 角田市立角田小学校   山本 亮  研究 (調査) 

  幹 事 （仙台） 富谷市立成田東小学校   種田 綾子   研究 (調査) 

  幹 事 （仙台） 利府町立利府小学校   石田 佳絵  研究 (調査) 

  幹 事 （仙台市） 仙台市立四郎丸小学校   針生 沙耶香   研究集録ﾁｰﾌ 

  幹 事 （仙台市） 仙台市立寺岡小学校   當摩 留美子  研 究 

  幹 事 （仙台市） 仙台市立長町南小学校   木村 幸枝 調査ﾁｰﾌ 

  幹 事 （仙台市） 仙台市立通町小学校   清水 由香 啓発ﾁｰﾌ 

  幹 事  （北部) 大崎市立古川第三小学校   佐々木 由利子 研究 (調査) 

  幹 事（北部栗原） 栗原市立築館小学校   佐藤 信義 研究 (調査) 

  幹 事 （東部） 石巻市立鹿又小学校   三浦 さなえ 研究 (調査) 

  幹 事（東部登米） 登米市立登米小学校   千葉 直子 研究 (調査) 

  幹 事 （気仙沼） 気仙沼市立津谷小学校   佐藤 君江 研究 (調査) 

  幹事長 仙台市立木町通小学校   村上 由佳利  

  会 計 仙台市立黒松小学校   渡辺 佳子  

  庶 務 仙台市立木町通小学校   小野寺 優  

  宮特研幹事 仙台市立木町通小学校   村上 由佳利  

 



令和３年度 宮城県特別支援教育研究会

言語障害・発達障害教育専門部 運営・事業報告

１ 研究テーマについて

「児童生徒の豊かなコミュニケーションや自立を目指した支援のあり方」

２ 事業計画

予 想 講師・
月 日 名 称 内 容 場 所 参 加 助言者

人 数 等

６月１５日 総会 代表者による 木町通小 30名
研 総会・地区幹事会・

地区研修部会等
究 第１回役員会

大 ７月30日 第２回役員会 総会等の反省 木町通小 28名
秋の研究協議会について

会 （研究・調査・啓発）部会

等 11月下旬 秋の研究協議会 中止

２月2日 第３回役員会 中止

研 6月 通級指導教室実態調査 指導人数
修 （言語障害のみ） 指導内容等
・
調 ６月～３月 各管内研修会 授業研究・検討会・
査 事例発表・講習会・

情報交換・伝講会等

３ 刊行物等

名 称 規 格 売・非売 発行部数 頒 布 先
版 ページ数 の別 発行回数

成 研究集録(第４８号） ＣDR 非 売 研究協議会中止に
果 伴い 発行中止
刊
行 機関紙「ことば」 Ａ４ ４ 非 売 1200部 会員,関係諸機関,
等 (第７１号） 年１回 保護者





令和３年度 活動報告

研究部

月/ 日 内 容 等

研究集録は作成せず

２/2 ・来年度の活動計画について

(役員会)

啓発部

月/ 日 内 容 等

７月３０日 第２回役員会・幹事会にて執筆候補者の検討及び選定

８月 ２日 執筆者最終決定，原稿依頼文書発送

９月１５日 原稿回収

９月２４日 啓発部員による原稿チェック（第一次校正）完了，業者へ依頼

１０月 ７日 ゲラ刷り完成

１０月２９日 啓発部員及び事務局による紙面チェック（第二次校正）完了

１１月１０日 啓発部員及び事務局による紙面チェック（第三次校正）完了

１１月１６日 印刷完了

１１月２５日 機関誌発送

１２月 １日 執筆者へ御礼状発送

調査部

月/日 内 容 等

4月～ 調査項目の確認（事務局と調査部）

6/15 【総会】調査用紙配布，各地区幹事へメールアドレス送信依頼（～6/25）

7/2 各地区幹事へ，集計用データファイルの送信

7/30 各学校実態調査提出（地区幹事へ）

8/31 各地区データ提出（調査部へ）

8/31 事務局への報告期限（全難言協の締切り）

11月 各学校へ結果報告（郵送）



令和３年度 宮特研 言発専部 各地区活動報告

地 区 研 修 会 の 概 要 ＜日時・場所・内容等＞

大河原 8/20言語障害部会，発達障害部会に分かれ指導上の諸問題についてレポートを作成し
情報交換（村田小学校）

仙 台 言
語 活動中止
部
会

発 （北部）活動中止
達
部 （南部）活動中止
会

言 1/28 研修会（木町通小学校）
語 ・「授業実践に向けて，すぐに生かせることばの指導の工夫」
部 講師 幸町南小学校 多田 春美先生

仙台市 会

発 2/15~28 研修
達 ・googleクラスルームでの動画視聴
部 「Chrombookの通級指導での活用」 講師：八乙女中学校 伊藤陽子
会

10/18北部支部幹事会・研修会（沼部小学校）
北 部 ・今年度の会計について ・来年度以降の北部支部の運営の仕方について

・言語指導 DVDの活用について ・実態調査実施について ・情報交換
11/24北部支部幹事会・研修会（沼部小学校）

・言語指導 DVD回覧について・実態調査の結果と生かし方について
・来年度の研修内容について ・情報交換

北 部 活動中止

栗 原

東 部 言 ・言語担当者会議

登 米 語 ・令和 4年度入学予定児童の言語検査について
部 ・ことばの教室の運営について

会

発
達 活動中止
部
会

東 部 活動中止

気仙沼 言 6/8 ・授業参観及び研究協議参加（指導主事訪問）
語 授業者 南三陸町立志津川小学校 髙橋 菜穂子先生
部 12/16・① 講義 「子どものことば・発音の課題と育て方」
会 ② 子どもの指導の実際

講師 気仙沼支援学校 教諭 佐藤牧子先生

発 7/5 ・①実践発表会
達 ②困っていることの共有
部 12/6 ・①授業参観（動画視聴）及び研究協議
会 授業者 気仙沼市立新城小学校 亀谷 恭子先生

②「不器用さや運動面の遅れを生む原因について」
指導者 宮城県子ども総合センター発達障害班

作業療法士 渡邊 美恵 先生
主任主査（公認心理士）三上 由紀子先生

③困っていることの共有



令和４年度 宮城県特別支援教育研究会

言語障害教育専門部 運営・事業計画(案)

１ 研究テーマについて

「児童生徒の豊かなコミュニケーションや自立を目指した支援のあり方」

２ 事業計画

予 想 講師・
参 加 助言者月 日 名 称 内 容 場 所
人 数 等

総会（＊日程案） 約506月9日 総会・研修会・地区 木町通小
研 火 部会等（ ）

第１回役員会
究

第２回役員会 約20７月下旬～ 総会等の反省 木町通小
１００回研究協議会につ大 ８月上旬
いて
（研究・調査・啓発）部会会

未定等 11月下旬 全体会・分科会第１００回研究協議会 約50木町通小

第３回役員会 約20２月頃 今年度の反省 木町通小
次年度の計画

研 月 指導人数6 通級指導教室実態調査
修 指導内容等
・
調 ６月～３月 授業研究・検討会・各管内研修会
査 事例発表・講習会・

情報交換・伝講会等

３ 刊行物等

名 称 規 格 売・非売 発行部数 頒 布 先
版 の別 発行回数ページ数

年１回 会員, 関係諸機関成 研究集録(第４８号 PDFファイ 非 売）
果 ル
刊

1200部 会員,関係諸機関,行 機関紙「ことば」 Ａ４ ４ 非 売
年１回 保護者等 (第７２号）

）(101回研究協議会時

＊総会日程案
13:30 14:15 14:４０ 15:3013:00

今地
年受付 総 会 役 区
度員 別
の会 協
活議
動会
等○





令和４年度宮城県特別支援教育研究会

言語障害教育専門部　予算案

＜内訳＞                （単位：円）

令和３年度予算額 令和４年度予算額 比較増減額 備　　　考

       会費 85,000

      分配金 33,357

      雑収入 0

      合　計 0 118,357 0

              （単位：円）

    科　目 令和３年度予算額 令和４年度予算額 比較増減額 備　　　考

謝　　金 10,000 講師謝礼・交通費等

資料費 2,000

通信・運搬 2,000 切手,郵送料

借損費 2,000

運営費 2,000

小　　計 0 18,000 0

地区活動費 65,500 ８地区の活動費

資料費 0

通信・運搬 0

消耗品費 0

小　　計 0 65,500 0

機関紙 31,500 機関紙「ことば」  (13部×教室数)

研究集録 0

通信・運搬 1,000 切手

小　　計 0 32,500 0

事務費 1,000

通信・運搬 0

予備費 1,357

小　　計 0 2,357 0
0 118,357 0

＜内訳＞

項　目

収入の部：　　１１８，３５７円

支出の部：　　１１８，３５７円

1000円(通級担当者)×80名
＋500円(専門部会員)×10名

合　　　計

そ
の
他

成
果
刊
行
等

研
究
調
査

研
究
大
会
等



13部×教室数)



令和４年度 活動計画(案)

研究部 (活動が再開できる場合)

時 期 内 容 等

（総会等） ・各地区の活動(研修等)予定を確認

・総会･研修記録のまとめ

（役員会） ・各地区の研修活動の状況，地区活動記録のまとめ方の確認

(研究協議会) ・分科会記録のまとめ

（役員会） ・今年度の各地区活動の報告と来年度の活動予定

・研究集録編集作業の確認

(研究集録用データ[各地区活動・研究報告]を記録したPDFの受領)

年度末 ・研究集録の完成

啓発部

時 期 内 容 等

７月下旬 第２回役員会・幹事会にて執筆候補者の検討及び決定

８月上旬 執筆者最終決定，原稿依頼文書発送

９月下旬 原稿回収完了

１０月上旬 啓発部員による原稿チェック（第一次校正）完了

１０月中旬 業者へ依頼，ゲラ刷り完成

１０月下旬 啓発部員及び事務局による紙面チェック（第二次校正）完了

１１月中旬 印刷完了

１１月下旬 研究協議会にて機関誌配付，執筆者へ御礼状発送

調査部

時 期 内 容 等

４～5月 調査項目の確認（事務局と調査部）

６月 【総会】調査用紙配布，各地区幹事へメールアドレス送信依頼（～総会後1週間）

7月初旬 各地区幹事へ，集計用データファイルの送信

7/15 各学校実態調査提出（地区幹事へ）

8/19 各地区データ提出（調査部へ）

8/26 事務局への報告期限

8/31 （※全難言協の締切り）

11月 【研修会】各学校へ結果報告



令和４年 月 日〈 〉ブロック研修会案内見本 （ ）依頼

立 小学校長 様

宮城県特別支援教育研究会

言語障害教育専門部

部 長 〇 〇 〇 〇

（ ）仙台市立〇〇小学校長

〈 〉公印省略

令和４年度 〇〇地区ブロック研修会の開催について(依頼)

の候, ますます 健勝のこととお喜び申し上げます。日頃より, 当専門部の活動に御

対し 理解 協力をいただき, 厚く御礼申し上げます。御 御・

さて, 標記の件について下記により開催いたします。

つきましては, 多用の折とは存じますが, 貴職下教諭 先生の出席につ御

きまして 配意くださいますようお願い申し上げます。御

記

１ 日 時 令和４年 月 日 ( ) １５ ３０～１７ ００： ：

２ 会 場 立 小学校 ことばの教室

３ 内 容 (1) 授業研究

(2) 授業検討

宮城県特別支援教育研究会 言語障害教育専門部 〇〇地区

）担当 〇〇 〇〇 〇〇市立〇〇〇学校教諭； （ ℡ － －

教育事務所管内や市町村に特別支援

教育研究会やその専門部があり，その

会長名や部長名で招集する場合には，

案内（依頼）を出す前に，予め事務局

へご連絡ください。

言専部で案内する際は，事務局へ

連絡の上，各教育事務所管内の幹

事で集約ください。また幹事以外

に研修担当者がいる場合には幹事

と連名でお出しください。

研修内容例



令和４年 月 日〈 〉ブロック研修会案内見本 （ ）案内

立 小学校

教諭 様

宮城県特別支援教育研究会

言語障害教育専門部

部 長 〇 〇 〇 〇

（ ）仙台市立〇〇小学校長

〈 〉公印省略

令和４年度 〇〇地区 ブロック研修会の開催について(案内)

標記の件について下記により開催いたします。つきましては, 多用のおりとは存じま御

すが, 出席くださいますようお願い申し上げます｡

記

１ 日 時 令和４年 月 日 ( ) １５ ３０～１７ ００： ：

２ 会 場 立 小学校 ことばの教室

３ 内 容 (1) 授業研究

(2) 授業検討

宮城県特別支援教育研究会 言語障害教育専門部 〇〇地区

）担当 〇〇 〇〇 〇〇市立〇〇〇学校教諭； （ ℡ － －





宮城県特別支援教育研究会

知的障害教育
専門部

視覚障害教育
専門部

発達障害教育
専門部

言語障害教育
専門部

聴覚障害教育
専門部

肢体不自由病弱
虚弱教育専門部

自閉症・情緒障害
専門部

大河原教育事務
所管内

（６校６教室）

・１教室…６校

仙台教育事務所
管内

（１８校２２教室）

・１教室…１４校

・２教室…４校

仙台市教育委員
会管内

（１２校１５教室）

・１教室…９校

・２教室…３校

北部教育事務所

管内

（１９校２２教室）

・１教室…１６校

（うち巡回２校）

・２教室…３校

北部教育事務所
（栗原）管内

（１１校１２教室）

・１教室･･･１０校
（うち巡回５校）

・２教室・・・１校

東部教育事務所

（５校６教室）

・１教室…４校

・２教室…１校

東部教育事務所

（登米）管内

（５校５教室）

・１教室…５校

気仙沼

教育事務所

（３校３教室）

・１教室…３校

 

宮城県特別支援教育研究会言語障害教育専門部 組織図                令和４年６月９日現在 

通級による指導実施校 全７９校 うち巡回７校含む 

教室数 全８４教室 １教室設置：６０校    ２教室設置：１２校 

 
 
 
 
 
 
 
  
  
 

      

全国公立学校難聴・言語障害 

教育研究協議会 

 

専門部会員 

（教職員・ 

個人・団体） 

東北特別支援教育研究会 

全日本特別支援教育研究連盟 



令和４年度 専 門 部 会 員 名 簿

(敬称略)№ 所属・所在地・役職名等 電話番号 氏 名

1 宮城教育大学 名誉教授 藤島 省太

２ 宮城県立こども病院 阿部 由香022-391-5111

３ 元宮特研言･発専部長 川下 一明

４ 元宮特研言･発専部長 針持 哲郎

５ 幼児ことばの教室 講師 庄司 ヨネ子

６ 子どものことばの教室 のび塾 神 桂子022-366-2598

022-375-0110７ 仙台市北部発達相談支援センター・
やまびこルーム

022-302-3719８ 仙台青葉学院短期大学言語聴覚学科

９ 仙台市南部発達相談支援センター 舟山 友浩

10 加美町役場子育て支援室 佐藤 淑子



宮城県特別支援教育研究会 言語障害教育専門部規定 

 

 

（根拠） 

第１条 本規定は，宮城県特別支援教育研究会会則第２条の３に基づき，言語障害教育専門部に関

する必要な事項を定める。 

（名称） 

第２条 本専門部は，宮城県特別支援教育研究会言語障害教育専門部と称し，事務局を部長在任校

に置く。 

（目的） 

第３条 本専門部は，言語障害教育に関する研究を行うと同時に，この教育の推進と普及を図り，

本県特別支援教育の振興を図ることを目的とする。 

（事業） 

第４条 本専門部は次の事業を行う。 

(1) 言語障害がある児童生徒やその保護者に対する指導や支援に関する研究 

(2) 言語障害がある児童生徒の実態調査 

(3) 言語障害教育に関する研究会及び講習会の開催 

(4) 言語障害通級指導教室設置の推進と運営の研究 

（会員） 

第５条 本専門部の会員は次のとおりとする。 

(1) 言語障害の通級指導校の校長及び通級指導教室担当者 

（宮特研会員） 

(2) 本専門部の趣旨に賛同する教員，元通級指導教室担当者，関係諸機関及びその職員等 

（専門部会員） 

（役員） 

第６条 本会に次の役員を置く。 

(1) 部長１名，副部長若干名，幹事長１名，幹事若干名，監事２名，事務局長１名，庶務１

名，会計１名 

(2) 宮城県特別支援教育研究会理事１名，宮城県特別支援教育研究会幹事１名 

（役員の選出と任期） 

第７条 本専門部の役員は，総会において選出する。その任期は1年とし，再任を妨げない。 

（役員の職務） 

第８条 役員の選出と任務は，次のとおりとする。 

(1) 部長は，言語障害通級指導校の校長から選出し，本専門部を代表し，第９条に規定する

会議を主宰する。 

(2) 副部長は，言語障害通級指導校の校長から圏域や障害種別通級指導教室設置校等の事情

を勘案して選出し，部長を補佐し，部長に事故あるときはこれを代理する。 

(3) 幹事長及び幹事は，言語障害通級指導教室担当者から圏域や障害種別通級指導教室設置

校等の事情を勘案して選出し，本専門部事業推進の中心となる。 

(4) 監事は，言語障害通級指導校の校長及び専門部会員から選出し，本専門部の事業及び会

計を監査する。 

(5) 事務局長は，幹事長が兼務して事務局校の通級指導教室担当者が当たり会務を総括する。 



(6) 庶務は，事務局校の通級指導教室担当者が当たり，会務を担当する。 

(7) 会計は，言語障害通級指導教室担当者から選出し，本専門部会計を担当する。 

(8) 宮城県特別支援教育研究会の理事は，部長がこれに当たる。 

(9) 宮城県特別支援教育研究会の幹事は，幹事長がこれに当たる。 

（会議） 

第９条 本専門部の会議は次のとおりとする。 

(1) 総会は年１回とし，事業，会計，役員，規定の改正等，本専門部の重要事項を審議する。 

(2) 役員会は，部長・副部長･幹事長･幹事･監事･事務局長･庶務及び会計をもって構成し，本

専門部事業の企画･立案･会計･庶務･連絡等の事務を分担する。 

(3) 研究協議会を年２回開催し，講演会や実践研究に資する協議を行う。 

(4) 各地区は，必要に応じて地区研修会を開催することができる。地区研修会は，担当する

幹事の勤務する学校の校長が監修する。 

（経費） 

第１０条 本専門部の経費は，専門部負担金及びその他の収入をもってあてる。 

(1) 各通級指導校の負担金は，１担当者当たり年１,０００円とする。 

(2) 第５条(2)に該当規定する専門部会員の負担金は，１個人及び１団体当たり年５００円

とする。 

（会計年度） 

第１１条 本専門部の会計年度は，毎年４月１日に始まり，翌年３月３１日に終わる。 

（改正） 

第１２条 この規定の改正は，総会において行う。 

（施行） 

第１３条  

この規定は，昭和５１年５月１１日より施行する。 

 

（付則） 

付則１．平成５ 年５月２０日一部改正（第９条会費） 

２．平成１５年６月２７日一部改正（第６条役員第９条担当者) 

３．平成１６年６月３０日一部改正（第１,２,３,９条特別支援教育） 

４．平成１９年７月９日一部改正（第３条会費） 

５．平成２０年７月７日一部改正（第１，２，３，４，５，９条名称,目的,会員,事業,会費） 

６．平成２１年７月３日一部改正（第６条役員） 

７．平成２４年６月２９日一部改正（全面見直） 

８．平成２６年５月２８日一部改正（第６条役員） 

９．令和 ４年６月 ９日一部改正（第 1 条根拠,第 2 条名称，第 3 条目的,第 4 条事業, 第 5 条会員,第 6 条役員,

第 8条役員の職務, 第 10条経費） 

 


